
成 果 名 小型機械体系に有望な夏作飼料作物

［要約］小型機械体系により夏作物を対象にラップサイレージ及び乾草の調製をおこ

なったところ、品質や単収並びに作業性などから、ローズグラスが最も適していると

思われ、次いでスーダングラス、ギニアグラスが有望と考えられた。
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［背景・ねらい］

小型機械体系を利用でき、転作水田や遊休農地等で栽培できる夏作飼料作物５草種の諸

特性を明らかにし、作付体系の資料とする。

［成果の内容・特徴］

１ 小型機械体系は、歩行式ロータリモア、歩行式ヘイメーカー、小型自走式ロールベー

ラー、ミニラップマシーンを使用した （表1）。

２ 夏作5草種の乾物収量はスーダングラス＞ローズグラス＞ギニアグラス＞カラードギ

ニアグラス＞青刈ヒエの順に多かった （表3,図1）。

３ サイレージ調製の2日間の予乾では、ローズグラスの水分は50%以下となったが、

スーダングラスは75～65%程度と最も乾きにくかった （表4）。

４ 乾草調製作業時の水分低下はローズグラスが最も早く、次いでギニアグラス、青刈ヒ

エで２日後には乾物率45%程度以上となった。スーダングラスとカラードギニアグ

ラスは乾きにくい傾向を示した （図2）。

５ サイレージ品質は、VBN/TNは2.88～6.87%、pHは5.4～8.8の範囲にあり高かった

が、V-スコアー評価は90点を上回り良好であった （表4）。

これらの結果から小型機械体系に最も適した草種はローズグラス、次いで有望な草種と

してはスーダングラスとギニアグラスが考えられた （表5）。

［普及対象］ 小型機械体系による飼料作物生産

［成果の活用面・留意点］

１ スーダングラスは予乾しやすい細茎タイプの品種を選ぶ。



［関連データ］
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